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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 25日 (2004.2.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
位 相 同 期 ル ー プ を 構 成 す る こ と に よ り 、 入 力 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 逓 倍 し て 出 力 す る 方
式 の 発 振 回 路 で あ っ て 、 前 記 位 相 同 期 ル ー プ は 、 入 力 ク ロ ッ ク 信 号 と 帰 還 ク ロ ッ ク 信 号 と
の 位 相 差 を 検 出 し て そ の 検 出 量 に 応 じ た 誤 差 信 号 を 発 生 す る 位 相 比 較 手 段 と 、 誤 差 信 号 を
積 分 す る フ ィ ル タ 手 段 と 、 フ ィ ル タ 手 段 か ら 出 力 さ れ る 電 圧 信 号 に 応 じ て 発 振 周 波 数 が 変
化 す る 電 圧 制 御 発 振 器 と 、 電 圧 制 御 発 振 器 の 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 を 分 周 し て 前 記 帰 還 ク ロ ッ
ク 信 号 を 生 成 す る 分 周 手 段 と を 含 み 、 前 記 電 圧 制 御 発 振 器 は 、 Ｋ 個 の イ ン バ ー タ 回 路 を 環
状 に 接 続 し て な る リ ン グ オ シ レ ー タ 形 式 の 電 圧 制 御 発 振 器 で あ る 発 振 回 路 に お い て 、 電 圧
制 御 発 振 器 の 出 力 と 分 周 手 段 の 入 力 と の 間 に 遅 延 手 段 を 挿 入 す る と と も に 、 前 記 帰 還 ク ロ
ッ ク 信 号 の 立 ち 上 が り エ ッ ジ 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ の い ず れ か と 、 電 圧 制 御 発 振 器 の 出 力 ク
ロ ッ ク 信 号 の 立 ち 上 が り エ ッ ジ ま た は 立 ち 下 が り エ ッ ジ と の 時 間 差 が 、 定 常 状 態 に お い て
、 電 圧 制 御 発 振 器 の 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 の 発 振 周 期 に 対 し 、 １ ／ （ ４ Ｋ ） ま た は そ の 奇 数 倍
に 概 ね 等 し く な る よ う 、 前 記 遅 延 手 段 の 遅 延 量 が 設 定 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 発 振 回
路 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 発 振 回 路 は 、 従 来 の 回 路 構 成 に 加 え て 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 出 力 と 分 周 器 ５ の 入
力 と の 間 に 遅 延 回 路 を 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 上 述 の 課 題 を 解 決 し た 。 遅 延 回 路 に 設 定 さ
れ る 遅 延 量 は 、 電 圧 制 御 発 振 器 の 構 成 に よ っ て 異 な り 、 帰 還 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ６ の 立 ち 上 が
り エ ッ ジ お よ び 立 ち 下 が り エ ッ ジ が 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 内 部 に 存 在 す る す べ て の ク ロ ッ
ク 信 号 の 立 ち 上 が り エ ッ ジ 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ か ら 最 も 乖 離 し た 位 置 と な る よ う に 設 定 さ
れ る 。 す な わ ち 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ が 電 気 的 あ る い は 機 械 的 な 共 振 現 象 を 利 用 し た も の で



あ る 場 合 は 、 帰 還 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ６ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ の い ず れ か と
、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ４ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ ま た は 立 ち 下 が り エ ッ ジ
と の 時 間 差 が 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ４ の 発 振 周 期 に 対 し て １ ／ ４ ま た
は そ の 奇 数 倍 に 概 ね 等 し く 設 定 さ れ る 。 一 方 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ が Ｋ 個 の イ ン バ ー タ 回 路
を 環 状 に 接 続 し て な る リ ン グ オ シ レ ー タ 形 式 の も の で あ る 場 合 は 、 帰 還 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ６
の 立 ち 上 が り エ ッ ジ 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ の い ず れ か と 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 出 力 ク ロ ッ ク
信 号 Ｓ ４ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ ま た は 立 ち 下 が り エ ッ ジ と の 時 間 差 が 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の
出 力 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ４ の 発 振 周 期 に 対 し １ ／ （ ４ Ｋ ） ま た は そ の 奇 数 倍 に 概 ね 等 し く 設 定
さ れ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 位 相 周 波 数 比 較 器 １ や 分 周 器 ５ を 構 成 す る 論 理
回 路 の 状 態 遷 移 に よ っ て 、 電 源 電 圧 や 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 入 力 電 圧 信 号 Ｓ ３ に ス パ イ ク 状
の ノ イ ズ が 発 生 し た と し て も 、 そ の ス パ イ ク の 発 生 は 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 内 部 に 存 在 す
る い ず れ の 発 振 波 形 の 立 ち 上 が り 、 ま た は 立 ち 下 が り エ ッ ジ か ら も 最 も 乖 離 し た 時 点 と な
る た め 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 動 作 は 極 力 安 定 に 保 た れ る 。 こ の 結 果 、 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ
４ に 発 生 す る ジ ッ タ は 極 め て 少 な く な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 に お い て 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ は Ｋ 個 の イ ン バ ー タ 回 路 を 環 状 に 接 続 し て な る リ
ン グ オ シ レ ー タ 形 式 の も の で あ る 。 こ の と き 、 定 常 状 態 に お け る 発 振 回 路 の タ イ ミ ン グ チ
ャ ー ト は 図 ４ で 示 さ れ る 。 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ４ と 、 遅 延 回 路 ４ の 出
力 信 号 Ｓ ５ と の 間 に は 、 遅 延 回 路 ４ の 遅 延 量 に 応 じ た 位 相 差 が 生 じ て い る 。 そ の 結 果 と し
て 、 分 周 回 路 ５ か ら 出 力 さ れ る 帰 還 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ６ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ は 、 電 圧 制 御 発
振 器 ３ の 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ４ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ か ら 、 一 定 量 ず れ た 時 点 に 現 れ る 。 こ
の ず れ 量 が 、 出 力 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ ４ の 発 振 周 期 を Ｔ と し て 、 Ｔ ／ （ ４ Ｋ ） 、 ま た は 、 そ の
奇 数 倍 に 概 ね 等 し く な る よ う に 、 遅 延 回 路 ４ の 遅 延 量 は 調 節 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お
い て も 、 従 来 の 発 振 回 路 と 同 様 に 、 図 ４ 最 下 段 に 示 さ れ る よ う な ス パ イ ク 状 の ノ イ ズ が 電
源 電 圧 に 重 畳 す る 。 し か し な が ら 、 前 述 し た よ う に 遅 延 回 路 ４ の 遅 延 量 が 調 節 さ れ て い る
た め 、 ス パ イ ク 状 の ノ イ ズ の 発 生 箇 所 は 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 内 部 信 号 Ａ ２ ， Ｂ ２ ， Ｃ ２
の い ず れ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ か ら も 最 も 乖 離 し た 時 点 と な っ て い る 。
換 言 す る と 、 ス パ イ ク 状 の ノ イ ズ の 発 生 箇 所 は 、 信 号 Ａ ２ ， Ｂ ２ ， Ｃ ２ の 波 形 が ほ ぼ 水 平
な 時 点 と な っ て い る 。 波 形 が 水 平 な 状 態 に お い て は 、 た と え ノ イ ズ に よ っ て 電 圧 制 御 発 振
器 ３ が 一 時 的 に 不 安 定 に な っ た と し て も 、 そ の 影 響 は す み や か に 減 衰 し 、 次 の 立 ち 上 が り
も し く は 立 ち 下 が り エ ッ ジ を 揺 ら す に は 至 ら な い 。 し た が っ て 、 電 圧 制 御 発 振 器 ３ の 出 力
信 号 Ｓ ４ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ に は 揺 ら ぎ が 発 生 せ ず 、 ジ ッ タ の 少 な い
発 振 回 路 が 実 現 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3) JP 2002-164781 A5 2005.2.3


	header
	written-amendment

